
 

 
 

学校を支援する『第２次支援体制』がスタート！ 
～教員が子どもと向き合う時間を確保するために～ 

 
■ 目的等 

学校教育の現場において発生する様々な学校運営上の問題に対応

する学校を支援し、教員が子どもと向き合う時間を確保する。 

 
■ 日時 

平成２３年８月３１日（水）午前 9 時 30 分～ 
「第１回 学校問題サポートチーム会議」 

 
■ 場所 

深谷市教育委員会（教育庁舎）３階 大会議室 
 
■ 概要 
・教員が子どもと向き合う時間を確保するために、学校運営上の問題で困って

いる学校を支援する深谷市教育委員会の取組 

① 第１次支援・・・学校に『学校総合支援員』を配置し、学校運営を支援 

する。 
            『学校総合支援員』 

１０中学校区に１０名を配置 

（校長経験者４名・教頭経験者２名・教諭経験者４名） 

 

② 第２次支援・・・専門家として、より高度な判断や指導・助言を行う。 
『深谷市学校問題サポートチーム』 

              弁護士・警察官ＯＢ・学校福祉相談員（臨床発達心理士） 

教育研究所専門員・学校教育課指導主事 

 

・「第１回学校問題サポートチーム会議」 

 ８月３１日（水）午前９時３０分～ 教育庁舎大会議室で開催。 
 

■ その他 
・①、②ともに市単独予算事業としている取組は県内に例を見ない。 
 
■ 問い合わせ先 

教育委員会学校教育課   TEL 048－572－9578 
             FAX 048－574－1744 
 

『『深深谷谷市市学学校校問問題題ササポポーートトチチーームム』』のの設設置置  
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【深谷市教育委員会が学校を支援する体制】 
            
 

 

 

 

報告・連絡・相談 

 
 
 

                                  
         会議      

教員が子どもと向き合う

時間を確保する 

学校総合支援員 
学校に配置 

問題に即時対応する。 

学校問題サポートチーム 
専門的立場からの指導・助言・援助を行う。

問題が発生 

より困難・重大なケース 
・法的な判断が必要とされる場合 

・警察等との連携が必要とされる場合       

・臨床発達心理的な見地からの判断が必要とされる場合 

・その他、高度な判断が求められる場合     

教職員による対応
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早期解決・・・安定した教育環境の維持 
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